





































体育授業での対象は、小学校 3 年生 1 クラスの男子 26 名と女子 13 名の計 39 名であった。
2．測定方法
1 ）ゴール型ゲーム教材の体育授業











本授業のポートボールは、10 チームで行うゴール型ゲームである。 1 チーム 4 人で行った。体育館
のバスケットボールコート 2 面のうち、1 面の半分を 1 コートとした。1 回のゲームを同時に 8 チー
ムが 4 コートで行い、 2 チームの 8 名が分担して審判と得点係を行った。ゲームの前には、チーム
で工夫した対面パス、三角パス、移動パスを練習した。その後、ゲームの作戦を確認した。 1 回のゲー









動強度を経時的に測定した（図 1）。測定は、授業時間の 45 分間とした。測定した項目は、A：累積歩
数からみた体育授業の活動量、B：各歩数計値（歩 /分）の度数分布（％）からみた活動パターン（図 1）、C：
歩数計値（歩 /分）からみた活動強度の最大値、であった（図 1）。
また、体育授業時間に対する各歩数計値（歩 /分）の割合（％）は、 0 歩 / 分、 1 ～ 49 歩 / 分、50 ～
89 歩 / 分、90 ～ 119 歩 / 分、120 ～ 200 歩 / 分までの 5 段階に区分して演算処理をした。
歩数計値（歩 /分）の表す活動内容として、 0 歩 / 分のときは、主に話を聞いたりして、静止してい
る状態を表す。 1 ～ 49 歩 / 分のときは、主に、立ったり､座ったりする動作などが含まれる活動を表す。
50 ～ 89 歩 / 分と 90 ～ 119 歩 / 分は、歩く動作が含まれる活動であり、器具を運び移動する活動も含

























図 2 は、活動強度の指標となる歩数計値（歩 /分）を経時的に測定して、体育授業過程に伴う学習者
3 名の活動強度の時間的経緯を記録したものである。 3 名の学習者の累積歩数は、図の上から 3,335 歩、
中央の図が 2,773 歩、下の図が 2,420 歩であった。
体育授業における累積歩数からみた活動量は、女子の平均（± S.D.）が 2,323.0（± 499.6）歩であり、男








図 1 は、体育授業時間における学習者 1 名の活動量と活動パターンの例を表したものである。
各歩数計値（歩 /分）を 5 段階の活動強度別に区分した活動時間が、授業時間に対してどれだけの割
合（％）を占めているかを表した。
対象とした学習者 1 名の例では、授業時間に占める歩数計値（歩 / 分）が 0 歩 / 分である割合は
15.4％であり、授業時間に静止している状態が少なく、残りの 84.6％の時間は移動や運動をしていたと




図 3 は、体育授業時間における学習者（1 クラス、39 名）の活動量と活動パターンの関係を表したも
のである。
授業時間における活動量と各歩数計値の割合（％）との間には、累積歩数が多いほど、安静を表す 0
歩 /分である割合と 1 ～ 49 歩／分の割合が少なくなっていた。一方、累積歩数が多いほど、活動状態
を示す 90 ～ 119 歩 / 分と 120 ～ 200 歩 / 分の占める割合は多くなっていた。歩数計値 50 ～ 89 歩／分





図 4 は、体育の授業時間における学習者（1 クラス、39 名）の活動量と活動パターンの相関関係を
表したものである。体育授業時の累積歩数からみた活動量は、静止状態を示す 0 歩 / 分と 1 ～ 49 歩
/ 分の活動時間との間には負の相関が認められ、よく動いている活動を示す 90 ～ 119 歩 / 分と 120 ～
200 歩 / 分の活動時間との間には正の相関が認められた。










( / )  図 5．体育授業時間における歩数計値の最大値（歩 /分）と授業時間の累積歩数との相関関係
4．体育授業における活動量と授業後のアンケート調査 5 段階評価点との関係















おいて、男子が 2,984 歩と女子が 3,055 歩と報告されている 10）。バスケットボール教材においては、5 年







3 Mets 以上の運動強度に相当する歩数計値（歩 /分）は、91-120（歩 /分）と 121-200（歩 /分）である 5）。
体育授業時における累積歩数が多いほど、活発に動いていることを表す90～119（歩/分）と120～200（歩
/分）の占める割合は多くなっていた（図 3）。体育授業時の累積歩数からみた活動量は、 3Mets 以上
の強度に相当する 90 ～ 119（歩 /分）と 120 ～ 200（歩 /分）の活動時間との間にはそれぞれ正の相関
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